
－ 敷島憲章 －

歴史と伝統に培われた⾃然豊かな敷島公園で、

園内の各種施設を結びつけ、にぎわいと健や

かな体験、世代を超えたコミュニケーション

が⽣まれる新しい交流拠点を構築します。誰も

にひらかれ、こころも体も満たされ、多様な

幸せと慈しむ⼼を感じられる場。新しい時代

の豊かさの象徴として、地域への愛着や誇りを

育み、次の世代に継承し、進化し続けることを

願い、ここに憲章を定めます。

1 訪れる人が地域とつながる スポーツと交流の場をつくる
公園を訪れる多様な⼈々が、地域の⾃然や⽂化に触れ、世代を超えた交流が⽣まれる拠点を包括的に育てていきます。

2 こころも身体も元気になれる ひらかれた共創の場をつくる
誰ひとり取り残されることなく、⼼⾝共に健康になれる場を多様な⽴場の⼈々と共に⽣み出していきます。

3 地域への愛着や誇りを育み 暮らしの価値向上をめざす
地域を思い、主体的に参加することで、愛着や誇りが⽣まれ、活⼒あふれるまちの暮らしや、新しい価値が形成されていきます。

4 利根川に接し､赤城､榛名を望む 敷島の風致を次の世代に継承する
先代から受け継いだ、利根川の松林や雄⼤な⼭々の景観を守り、次の世代へと⼤切に受け継いでいきます。

5 いのちの源として緑と水源を慈しみ未来へ持続させていく
古くから地域の資産であるいのちの源を慈しみ、美しい⽔と緑の豊かな⾃然を次世代へと継承します。

6 環境を活かし潤いにつつまれたまちのシンボルを育む
豊かな⾃然環境に恵まれたスポーツの聖地は、世代を超えたまちのシンボルとして⻑く愛されていきます。
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